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！社友会ではなく

歓
迎
会
の
前
段
に
は
分
会

集
会
が
行
わ
れ
、
辰
巳
さ
ん

の
加
入
の
報
告
と
共
に
、
神

奈
川
地
区
本
部
・
本
間
書
記

長
か
ら
情
勢
報
告
が
さ
れ
認

識
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
後
場
所
を
変
え
て
、

退
職
者
の
送
別
会
と
、
辰
巳

さ
ん
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、

東
日
本
本
部
・
彦
田
執
行
委

員
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が

さ
れ
ま
し
た
。

辰
巳
さ
ん
は
育
児
休
職
中

に
組
合
未
加
入
と
な
っ
て
い

て
、
仕
事
復
帰
に
あ
た
り
、

社
友
会
で
は
な
く
組
合
に
入

り
た
い
と
、
国
労
へ
の
加
入

を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
加
入

の
実
現
は
、
こ
れ
ま
で
分
会

が
職
場
改
善
に
取
り
組
み
、

若
手
社
員
か
ら
信
頼
を
勝
ち

取
り
、
辰
巳
さ
ん
の
相
談
に

も
の
っ
て
き
た
結
果
が
実
っ

た
も
の
で
す
。

（
神
奈
川
地
区
本
部
発
）

国
労
東
日
本
本
部
は
、
７
月
３
日
、
東
京
・
新
橋
に
お
い
て
各
地
方
本
部
書
記
長
会
議

を
開
催
し
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
全
交
運
共
済
の
契
約
移
転
問
題
等
、
当
面
す
る
意
思

統
一
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
７
月
４
日
（
７
／
１
付
）
に
神
奈
川
地
区
本
部
・
横
浜
電
力
技
術
セ
ン

タ
ー
分
会
よ
り
国
労
加
入
の
報
告
が
あ
り
、
７
月
16
日
に
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次

い
で
７
月
15
日
に
も
神
奈
川
地
区
本
部
・
新
鶴
見
機
関
区
分
会
よ
り
国
労
加
入
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
は
８
月
20
日
に
第
36
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
会
の
場
で
う
れ
し

い
報
告
を
持
ち
寄
れ
る
よ
う
に
、
全
組
合
員
が
も
う
一
歩
前
に
出
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

に入りたい
横浜電力技術センター分会

国労加入歓迎会

各
地
方
本
部
書
記
長
会

議
は
渡
辺
副
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
会
議
に
先
立
ち

あ
い
さ
つ
し
た
伊
藤
委
員
長

は
、
①
終
盤
に
入
っ
た
参
議

院
選
挙
、
立
憲
野
党
候
補
の

躍
進
、
②
全
国
・
東
日
本
大

会
に
向
け
た
諸
準
備
、
③
組

織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

触
れ
、
各
地
方
か
ら
の
奮
闘

を
要
請
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
題
に
入
り
、

武
田
書
記
長
が
項
目
別
に
報

告
・
提
起
し
、
と
り
わ
け
現

在
地
方
交
渉
と
な
っ
て
い
る

「
支
社
再
編
」
と
「
現
業
機

関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方

に
つ
い
て
」
の
報
告
が
行
わ

れ
、
「
セ
ン
タ
ー
化
で
職
場

が
広
範
囲
と
な
り
新
幹
線
通

勤
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
フ

レ
ッ
ク
ス
定
期
券
購
入
で
標

準
報
酬
が
増
と
な
る
」
（
盛

岡
）
「
駅
の
ト
イ
レ
閉
鎖
、

時
計
撤
去
等
の
経
費
削
減
に

お
け
る
諸
課
題
で
交
渉
を
行

う
」
（
千
葉
）
「
委
託
駅
の

設
備
改
善
に
つ
い
て
、
設
備

を
管
理
す
る
Ｊ
Ｒ
支
社
と
委

託
先
会
社
の
両
方
に
改
善
を

求
め
て
い
る
」
（
仙
台
）

「
セ
ン
タ
ー
化
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ

点
呼
と
な
り
、
事
務
連
絡
な

ど
で
時
間
が
か
か
る
よ
う
に

な
っ
た
」
（
秋
田
）
等
、
各

地
方
の
課
題
や
取
り
組
み
の

報
告
が
さ
れ
、
引
き
続
き
、

本
社
・
支
社
に
す
み
分
け
て

問
題
の
解
決
に
向
け
て
互
い

に
努
力
す
る
こ
と
を
意
思
統

一
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
会
社
の
組
織
再

編
に
伴
う
対
応
と
し
て
、
東

北
協
議
会
の
強
化
と
、
今
後
、

関
東
協
議
会
の
設
置
に
向
け

て
関
係
地
方
本
部
を
集
め
た

会
議
を
招
集
し
、
準
備
に
入

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
大
会
を
踏
ま

え
た
準
備
と
し
て
、
東
日
本

大
会
に
お
い
て
選
挙
規
則
の

制
定
に
つ
い
て
、
２
０
２
３

年
７
月
の
「
全
国
交
運
共
済

生
協
」
の
「
こ
く
み
ん
共
済

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
」
へ
の
契
約
移
転

に
伴
う
手
続
き
に
つ
い
て
決

ま
り
次
第
案
内
さ
れ
る
こ
と

を
含
め
、
今
後
、
各
地
方
本

部
に
移
転
に
向
け
た
団
体
訪

問
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
報
告

等
を
確
認
し
、
終
了
し
ま
し

た
。

神奈川・本間書記長と辰巳さん

横浜電力技術センター分会のみなさん

７/３



最寄り駅 通勤駅 距離 ６ヶ月定期代
28,520円大宮 上尾 8.2㎞

最寄り駅 最遠駅 距離 ６ヶ月定期代
142,560円大宮 本庄 55.7㎞

23,760円－4,753円=19,007円を標準報酬額として計上

これまで

熊谷営業統括センター発足で

【具体例①】

【具体例②】
北上営業統括センター︓水沢江刺駅～北上駅～新花巻駅
水沢江刺～新花巻間のFREX定期券で通勤（３ヶ月158,910円）

１ヶ月あたり52,970円を標準報酬額として計上
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「
柔
軟
な
働
き
方
」
に
よ

る
駅
の
統
括
セ
ン
タ
ー
化
に

よ
り
、
各
駅
の
社
員
の
標
準

報
酬
が
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
員
は
通
勤
時
に
社
員
証

を
使
っ
て
通
勤
し
て
い
ま
す

が
、
標
準
報
酬
月
額
の
算
定

時
に
は
、
通
勤
区
間
の
定
期

券
を
購
入
し
た
（
手
当
が
会

社
か
ら
支
給
さ
れ
た
）
と
み

な
し
て
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
統
括
セ
ン
タ
ー
・

営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
所
属
と

金
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
（
具
体
例
①
）

特
に
新
幹
線
の
駅
を
複
数

含
む
セ
ン
タ
ー
の
社
員
は
、

セ
ン
タ
ー
内
各
駅
を
含
む
Ｆ

Ｒ
Ｅ
Ｘ
（
新
幹
線
定
期
）
の

購
入
を
強
制
さ
れ
、
非
常
に

大
き
な
金
額
が
標
準
報
酬
月

額
の
決
定
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

（
具
体
例
②
）

会
社
に
と
っ
て
は
、
通
勤

手
当
の
支
払
い
が
増
え
て
も
、

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
と
し
て
購
入
さ
れ

れ
ば
収
入
と
し
て
戻
っ
て
く

る
の
で
、
痛
く
も
痒
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
社
員

に
と
っ
て
は
、
他
の
駅
に
も

勤
務
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
仕

事
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
上
、
賃
金
支
給
が
減
る

と
い
う
、
誰
に
も
歓
迎
さ
れ

な
い
施
策
の
実
施
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
っ
た
社
員
は
、
セ
ン
タ
ー

化
さ
れ
た
全
て
の
駅
の
所
属

と
み
な
さ
れ
、
自
宅
の
最
寄

り
駅
か
ら
全
て
の
駅
へ
通
う

た
め
の
通
勤
定
期
の
購
入
額

で
標
準
報
酬
月
額
が
計
算
さ

れ
ま
す
。
実
際
に
行
く
社
員

も
行
か
な
い
社
員
も
こ
の
計

算
が
さ
れ
、
手
取
り
は
全
く

増
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毎
月
の
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ

る
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料
と
厚
生
年
金
の
月
額
掛
け

東
日
本
工
務
協

東
日
本
本
部
工
務
協
議
会

は
、
６
月
19
日
に
代
表
者
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
清
水

事
務
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

東
日
本
本
部
武
田
書
記
長
、

全
国
連
絡
会
議
湯
浅
議
長
か

ら
情
勢
報
告
を
含
め
た
来
賓

あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

討
論
で
は
以
下
の
特
徴
的

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
を
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
要
請
し
た
。
組
合

に
興
味
が
あ
る
若
手
社
員
が

い
る
」
「
自
分
の
賃
金
明
細

書
を
若
手
に
見
せ
て
、
組
合

の
必
要
性
を
話
し
て
い
る
」

「
過
半
数
代
表
者
選
挙
で
は
、

高
崎
新
幹
線

保
技
セ
で
国

労
の
平
成
採

が
立
候
補
し

惜
敗
し
た
が

１
票
差
だ
っ

た
」
「
Ｗ
ｅ

ｂ
投
票
で
不

祥
事
が
あ
り
、

選
挙
中
止
で

や
り
直
し
た
」

「
Ｊ
Ｒ
・
Ｐ

社
社
員
の
若

年
退
職
が
増

え
て
い
る
」

等
、
各
地
協

よ
り
14
名
の

方
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し

た
。

最
後
に
出
羽
議
長
か
ら

「
各
地
協
で
職
場
を
変
え
て

い
く
。
労
働
組
合
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
。
組
織
拡
大

行
動
や
組
織
再
編
に
向
け
た

団
体
交
渉
に
奮
闘
し
よ
う
」

な
ど
の
集
約
を
受
け
、
会
議

を
終
了
し
ま
し
た
。

（
工
務
協
・
出
羽
議
長
発
）

東
日
本
本
部
は
千
葉
支
社

管
内
の
駅
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

化
に
対
す
る
問
題
点
の
団
体

交
渉
を
、
７
月
４
日
に
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
本
社
と
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
化
に
伴

い
、
多
く
の
時
間
帯
で
無
人

改
札
と
な
り
、
一
部
の
駅
で

は
終
日
無
人
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
王
子
支
社
管
内
で
も

昨
年
秋
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

て
、
八
王
子
管
内
の
実
態
も

訴
え
て
き
ま
し
た
。
交
渉
の

中
で
、
社
員
へ
の
負
担
の
増

加
と
と
も
に
、
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
訴
え
て
き
ま

し
た
が
、
会
社
は
「
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
な
っ

て
い
な
い
」
と
の
認
識
を
示

し
、
見
解
の
違
い
の
大
き
さ

が
は
っ
き
り
し
た
交
渉
と
な

り
ま
し
た
。

●
組
合
側

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

化
で
１
徹
１
日
勤
体
制
が
１

徹
に
。
浜
野
駅
で
は
車
い
す

対
応
に
隣
の
駅
か
ら
来
て
も

ら
っ
て
対
応
も
。
休
憩
時
間

中
に
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の

対
応
も
あ
る
。
休
憩
時
間
が

取
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

●
会
社
側

定
例
の
車
イ
ス

が
来
な
い
時
間
帯
に
休
憩
が

取
れ
る
よ
う
に
作
業
ダ
イ
ヤ

は
出
来
て
い
る
と
認
識
。
急

遽
の
車
イ
ス
が
あ
っ
た
場
合
、

社
員
に
お
願
い
し
、
休
憩
時

間
変
更
や
時
間
外
の
労
働
と

し
て
処
理
。
休
憩
時
間
を
変

え
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

●
組
合
側

遠
隔
制
御
シ
ス

テ
ム
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
。

交
通
弱
者
、
見
守
り
な
ど
、

最
低
限
で
も
駅
員
の
配
置
が

必
要
。
終
日
無
人
化
駅
も
あ

る
。
不
正
防
止
も
あ
る
。

●
会
社
側

今
回
の
施
策
に

よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

は
考
え
て
い
な
い
。
出
面
が

一
人
減
れ
ば
効
率
化
だ
ろ
う

と
言
わ
れ
る
が
、
代
わ
る
も

の
と
し
て
お
客
様
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
「
直
接

見
な
く
て
も
対
応
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
導
入
し
た
。
今
と

同
レ
ベ
ル
で
行
え
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。
社
員
が
減
っ
て
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

昼間から閉まっている北戸田駅

ＪＥＳＳ駅の
コールセンター化


